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	硬質塩化ビニル製リサイクル三層ますが
日本下水道協会の「認定適用資器材Ⅱ類」認定を取得


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円

三菱樹脂株式会社が業界に先駆けて開発した硬質塩化ビニル製リサイクル三層ます「リサイクルシマス（商品名）」が、社団法人日本下水道協会の「認定適用資器材Ⅱ類」認定を取得しました。

下水道の配管材として使用されるリサイクル三層ます「リサイクルシマス」は、業界で初めてリサイクル原料を使用した環境配慮型のますです。独自開発した塩化ビニル樹脂の三層射出成形技術により、使用済み塩ビ管などを粉砕したリサイクル原料を中間層に入れ、内外層に通常の塩化ビニル樹脂を使用した三層構造になっています。２００３年１月に発売以来、環境への取り組みに先進的な自治体を中心に採用を増やしており、既に全国１００以上の自治体で採用されています。

このような採用実績をベースに、昨年、日本下水道協会の「認定適用資器材Ⅱ類」への登録認定申請を行い、独自の低温耐荷重試験を含めた荷重試験や耐薬品性試験、ビカット軟化温度試験等の性能テストと製造設備ならびに検査設備の審査を受け、いずれも性能調査委員会にて規定値を満たしていることが確認されたことから、今般、正式に「認定適用資器材Ⅱ類」としての承認を頂き、下水道用資器材製造工場の認定を受けました。

下水道業界の実質的な採用基準である同認定を受けたことで、今後、全国の自治体において、さらなる採用拡大が期待されます。当社は、日本下水道協会の認定品として、リサイクル三層ますやリサイクル三層管などのリサイクル製品の普及に積極的に取り組むとともに、昨年発売したリサイクル三層継手も同様に認定を目指すなど、下水道配管のリサイクル化を推進していきたいと考えています。

※硬質塩化ビニル製リサイクル三層公共ますは、７月２５日から４日間、インテックス大阪で開催される「下水道展‘０６」に出展いたします。（ブース：４号館　４－１５）

【用語説明】
・ます

「ます」とは、地中に埋設している排水管と排水管をつなぐ部分の配管設備のことです。点検口としての役割も果たします。下水道本管と宅地内の排水管の接続部分に設置される「ます」は、自治体が管理しているため「公共ます」と言われます。

・社団法人日本下水道協会

下水道の普及と健全な発達を目的に昭和３９年に設立。下水道事業を実施または計画している地方公共団体を正会員に、下水道の全国的な統一団体として、昭和40年に公益法人の許可を受け、幅広い活動を行っています。

【商品概要】
１.商品名

：ヒシ小口径マス　リサイクルシマス

２．品揃え
：100×100-200（略号）シリーズ　8種類



　100×150-200（略号）シリーズ　8種類



　起点形ドロップ　21種類



　三層ふた、内ふた

３.設計積算価格
：従来と同価格

【 写真 ： 硬質塩化ビニル製リサイクル三層公共ます“リサイクルシマス” 】

	＜本件に関するお問合せ先＞

三菱樹脂株式会社　総務人事部　広報室
TEL：０３－３２８３－４００６

http://www.mpi.co.jp








